
注意事項

USBデバイスでのフェライトの

取り付け
このガイドには、フェライトと呼ばれる簡易スナップ式ノイズサプレッ

ションデバイスをインタフェースケーブルに取り付け、目的の電磁環境両

立性 (EMC) レベルを実現する方法が記載されています。 ナショナルイン

スツルメンツのハードウェアを国ごとに設定されているすべての EMC 標

準に一致させるには、NI USB デバイスの外部 USB ケーブルに ( 出荷キッ

ト付きで ) ノイズサプレションフェライトデバイスを取り付ける必要があ

ります。

ナショナルインスツルメンツのハードウェアがすでに取り付けられ、外部

ケーブルが接続されていることが条件となります。 外部ケーブルにフェラ

イトを取り付けている間、ナショナルインスツルメンツのハードウェアの

電源は OFF にしてください。

メモ フェライトを取り付けるには、インタフェースケーブルがナショナルインスツ

ルメンツの USB デバイスにできる限り近い位置で、インタフェースケーブルを

覆うようにフェライトを閉じて取り付けます。 フェライトをケーブルの別の位置

に取り付けると、大幅に効率が悪くなります。
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